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ダ イ コ ン 及 び カ ラ レ ナ 爪yro sin の
一精 製 法 につい て
羽 田 正 義 申竹内恵美子
Ⅰ 序 論
われ われが 家庭で辛 味料 と して使用す るカ ラシは、カ ラシナの種 子 を粉
末に した もの で 、そ の辛 味 成分 は カ ラ シ油 （Iso・T hiocyanic acidのエステル）
で あ るム しか しな が ら カ ラ シ油 は単 独 にカ ラ シの 中 に含 まれ て い ．るの で は
なく、カ ラシ油 を ag lucon とす る 配糖体 、す な わ ち カ ラ シ 油配糖体
（ M ustard O il G lucoside）として存在 し∴ しか もカ ラ‾シ油配糖体 それ 白身 は
そのままで は辛味 を現 わ さないので あ る。 カ ラγに水 を加 え、400C 内外 に
しぼ ら く加熱 して配糖体 を酵 素的 に分解 し、カ ラシ油 を分離沓生 させ るこ
とに よつて初 めて辛味 を生す るのであ る。
（1 ）
最 も広 く研究 されて い る黒 ガラシの配糖体 は T ．G a8am er （1897） に
よれば S in igrin で 、その特異成分 で あ る カ ラシ油 は ア ウル カ ラシ油
（ A llyl－M ustard O il・A llyトIso－T b iocyanat3） と称 し、 カ ラ シ特 有 の 強 い 刺
戟臭 を もつた樺蟄 性物質で ある。
また Sin ig rin を分解 す る酵素 は M y rosin で一般 にはカ ラシナの種 子
から抽 出 され る。 M yrosin が S inig rin を加水分解 す る有様 は 次式の如
くで、生成物 はア サルカ ラシ油 ，重硫酸 カ リウム，d－グル コースの三つで
ある。
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C・ N euberg は M yrosin が別個の作用 を有す る二種類 の 酵 素 か ら 成
ることを実験的 に観察 し、上 式 に於て（1）の結 合を切 る酵素 と（2）の結 合を
切るそれ とを区別 して、前者 を T h ioglu cosida＄e 後者 を M yrosulfatase
と称 した。
また 日本 産 カ ラ シナ 、 ワサ ビ ダ イ コ ン 、 ダ イ コ ン等 も黒 ガ ラ シ と同様 、
カラシ油配 糖体がその辛味成分 で、ぃずれ も共存 す る M y rosin に よつ て
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加水分解 され 、刺戟性 の カ ラシ油 を生す るた め に辛 味 を聾す るもの とされ
てレー る。
以上の如 く M yrosin の研究 は古 くか ら行われてい るが 、その精襲法 l
作用機構等 に関 しては ほ とんどみ るべき ものが な く、精製法 について は一
（ 望 1（ 8 ）
般に Scbiitz（1914） のアル コール処理法が行 われ てお り、作 用機構 につ
（ 1 ）
いては最近石本・ 山科等（1949）が系統的に研究を開始 した程度に過 ぎな
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さて S cb iltz に よる M y rosin の一般的精製法 では酵 素材料 と してカ
ラシナの種 子 を用い るので 、あ らか じめアセ ナン、 エ ーテル等 で脱脂脱水
する必要が あ るのみな らす 、アル コール処理法 によるので酵素が著 しく破
壊され 易 く、 しか も なお き わ め て 不純 で あ る とい う欠 点が あ る0
そ こで 、 わ れ わ れ は 新鮮 な ダ イ コ ン とカ ラ シナ の若 草 か ら M y rosin を
抽出精 製 し、 さ らに M y ro由n を M y rosu lfatase と T b iog ldcosidase
とに分別 しよ うと して本実 験 を行つた。 しか しなが らたお研究 の途上 にあ
るので、やや結 論の得 られた M yrosin の抽 出精製法 につ いてのみ今回は
饅表 す るこ ととした。 その大要 は次 の如 くであ る0
丑 実 験
1 ）試料を清澄にす る方法
（ i） ダイ コンの汁液 を清澄 にす る方法
ダ イコンには澱粉が 多いので汁液が 混濁 してお り、、濾過 も困難であ る上
に遠心分離 して も全 く清澄 にはな らないが 、次 の如 く処理す ることによ り
比較 的容易 に透明 にす るこ とが で きる0
な るべ く水分 に富 んだ新鮮 な ダイコンをお ろ し金 でお ろ し、布 で固 く圧
搾 して汁液 を ビーカ ーに採 り、授拝 しなが ら水浴上 に加温 し、500 c に達
した な らば直 に加熱 を止 め、流 水下に充分冷却 す る。加熱 に よ り爽 雑す る
蛋 白質が 多量 に凝画 し沈降 す る。 この際共存す る澱粉 もほ とん ど沈澱 に吸
着 され るので 、試料が 少量の 場合 には遠心分離 し、大量 の場 合 には布 又 は
新聞紙で濾過すれば容易に透明な汁液が得 られる0
（ ii） カ ラシナの汁液 を清澄 にす る方法
なるべ く新鮮 なカ ラシナの秦 を肉挽横 にか 帆 布で圧搾 して汁液 を揺 る
が 、この もの には莫線素 も同時 に抽 出 され七 くるので 、これ を除 くための
操作が必要である。
最 も良い のは 2N －C H 8C O O H で P H ＝4 に補 正 し、生成 した沈澱 を嘩
過又 は遠心分離 す る方法 で 、これに よrつて試料 を完全 に透明 にす るこ とが
・・一 2 一
で き る。
なお採取 後やや 日数 の経過 した カラシナ の英 は 、水分が減少 してい るの
で M y rosin の抽 出量 の少 h の如普通 であ る。 よつてわれわれは これ に
0．03ク左一N H 40H を加 えて一昼夜室温 に放置す るか 、又 は 3 時 間振 逸機 た
か けたが 、水だ けで抽 出 した もの よ りも結果 は良好で あつ た。
以 上の如 き操 作に よつて得 られた清澄 な汁液 も、なお蛋 白質、糖 質その
他 の爽雑物 を多量 に含有す るので 、それ らを除去 す るための さまぎ奮な操
作 が必要 で あ るが 、われ わ れの 親祭 に よれ ば、カ ラシナ及び ダイコンの
M yrosin はエ タノール 、メタ ノール 、アセ トン、エーテル等 の有機 溶媒
に対 して極 めて不安 定なので 、有機 溶媒に よる蛋 白質の除去 とい う方法 は
好ま し くなぃ よ うで あ る。 また 蛋 白質 の変 性 を伴 わ な ぃ とい う点 で 多 くの
酵素の精製 に利用 され る硫安等 に よる塩 析 も、後で述 べ るように最後 に塩
類を除 く目的で行 う透析が M y rosin を急速 に不活性化す るの で．これ も
また適 切 な 方 法 とは い えな い よ うで あ る。
よつて、われわれは酢竣鉛、塩基性酢酸鉛等の重金属塩類を使用して精
製を行つ てみたが 、これ は種 々の点で最 も優れて いる ようで あつ た。 その
大要 は次の如 くで ある。
2） 酢酸 鉛 Pb（C 2H 30 空）2・3H 望0 に よる精 製法
さきに述 べた方法 でダイ コンもし くは カラシナか ら得 られた清澄 試料 に
1 ．59る の割合 に酢酸鈴 を加 え、 2N ▲－C H 8C O O H で P H 〒5 に補正 して
急速 に撹拝す るときは、多量 に蛋 白質 の沈澱 が生成 され る。 この もの を少
量の場合は直ちに遠心分離 し、大量の場合は3 時間放置 したのち上澄液を
傾渇 し、さらに布 また は新 聞紙 を用 いて沈澱 を濾別 す る。か くして得 られ
た沈澱 は極 めて強 力な M y rosin を吸 着 してい るか ら、これ を廃液 の約
去量の水に懸瀕 し、N a紳 PO 4・12H 20 を恥 PH ＝8 に於て溶出してみ
たが 、結果 は良好で強 力な M yrosin の溶液 を得 るこ とが で きた。
なお その他 の溶 出剤 として K 空H PO 4，N aH C O 3一等 を使用 してみたが ぃ
すれ も強力 な M y rosin を溶出 した。
＼
3 ）塩基性酢酸鉛 Pb（C 望H 80 望）℡・Pb（OH ）空 による精製法
清澄試料に 1．59るの割合に塩基性酢酸鉛を加え、2N －CH 8CO OH で
P E ＝ 7 ～ 8 に補正 、 は げ し く撹拝 して多量の沈澱 を生成 させ る。 沈澱 は
授）で述べた方法 に よつ て濾液 と分 ち、●少量 の水 に懸淋 し、K H 望P O 4 一また
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はⅩH PO 4 で溶 出すれ ば、酢酸 鉛の場合 と同様強 力な M yrosin 溶液が ′
得ら れ るb ′
なお この場合 、塩基性酢酸鈴 の代 りに酢酸鉛 を使用 す るとすればl 最初
打沈澱生成の場合の P H 紳 帥 近 に補正 し、溶 出にあたつて再びPH ＝
5 内外にすれば よいわ けで あ る0
さらに紙 塩基性酢酸鈴によつて吸着を行つた場合には、CO 望 を通ず
るか若 くは ＝2SO 4 を使用 して鈴 を除 きなが ら溶 出を行つて もよいが 、
溶 出に技術 を要 す ると・い う難が あ る0 紙 H 空S を通 じて鉛 を除 く操 作は一
般 的の方法 ではあ るが 、M yrosin の溶 出は行われ難い0
以上酢酸鉛ま脚 ま塩基性酢酸鉛 による方法で相当強力な M y上osin の溶
液が得 られ、 しか も一般 の実験 にはこの程度 の酵素溶液 で さしつか えない
が 、これ には同時 に強力な A m y rase も共存す るので 、一層純粋 な標 品を
要 求す る場 合には両酵素 の分別 を行 う必要が あ る0
ヽ
4 ）M yrosin の作用力 に及ぼす透析の影響
．ダイコンの汁液 を 50。C で加温 した後布 で濾 過 し、清澄 となつた もの
を試料 として使 用 した0 半 透性瞑 としてはセ ロファン紙 を恥 、防腐の 目
的で少量の り レオ ール を加 え、水蓮 水 の流 れの7 で透析 を行つた0
結 論は次表 に明 らか な ように M y rosin の破壊 の程度 は時間の経過 とと
もに加速度的 に高 まるようで あ り、透析実 施の時間的限界 は24時 間にあ る
とい うことであ る0 48時間透析 した場合 には、純 化は され るが作用 力は極
めて繊 弱 とな るので 、ちの もの を減圧 濃縮 して も実 用 にはな らない ようで
あ る。
ヵ ラシナは生襲 を肉挽横 で破砕 し布で搾 り、P H ＝4 として生 成 した沈澱
を除 き、得 られた清澄 な汁液 を P ＝＝6 に再補 正 して実 験に供 した0・
透析の方法は ダイコンに準 じ払 結 論 もダイ コンの場合 とほ とんど同様
で あ るこ とは次表 に明 らか で 、要 す るにカラシナ M y rosin の透析 の時 間
的限界が24時 間にあ るようであ る0 、
以上 の如 くダイ コン及びカ ラ シナ の M yrosin は、長時間 の透析 では破
壊 され易 く、従 つて塩 析 に よる精製 も行 われ難い ので・ 爽雑 す る糖 質辞電
解 質等の除去が 壷わめて困難 であ る0
の みな らす アル コール 、エーテル、ア セ ーン等 の有機溶媒 に対 して も著
し く不安定 なので、カ ラシナの種 子か ら M yrosin・の精製 を行 う場合以上
－ 4 一一
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に粉末 として の M yrosin 槙品 を得 るこ とは困難であ る。
（表 ） ダ イ コ ン及び カ ラ シナ M y rJS il の作 耐力 に 及ぼ す 透 析 の影響
透析 時 間 p H
0 時 5 ．9
フエ ー リ ン ダ
反 応
＋
ミ ロ y
反′ 応
＋
M yrosin
の作用力
極め て強 力
1 2 J ／ ＋
2 4 J ／
4 8 J ／
7 2 J ／
カラシ ナ ＋
ダイ コ ンー
カラシ ナ ＋
ダイ コ ンー
カラシ ナ ＋
ダイ コ ンー
稗強 力
微弱
著し く微 弱
著し く微 弱
註ム1y ro崩Il の作用カはカラ シ油の刺戟長の 漁 さで比較 した もので ある。
Ⅲ 結 び
●
新鮮 なダイ コン及び カ ラシナの汁液か ら M y rosin の抽出精製 を行つブ己
が、吸着 には酢酸 鉛お よび塩基性酢酸鉛 を、また音容出には燐酸 ナ ナササム
も し くは 硫 酸 カ ササ ム等 を使 用 した。
その結果 M yrosin の強力な溶液 を得 るこ とlまで きたが 、なお A m ylase
その他 の酵素 も共存す るので、これが分別 と、さ らに一歩 を進 めてM y rosin
をM yrosulfatase と T b iog lu cosid ase とに分離 す ることを、将 来の課
題として実験 を試 みてみたぃ。
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